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＜子どもの感想＞

Q: 今日の授業を通して感じたことや学んだこと、印象に残ったことなどを教えてください。
　 また授業をしてくれた医療・介護職の方々に対して、メッセージをお願いします。

小6男子
がんという病気はとても身近でだれかがかかる前に、いろいろ決めておかないといけない。もし本当に
かかってしまった時にもしかしたらその人を幸せにできないかもしれないんだなと感じた。

小6女子
日本人が亡くなる原因で、1番多いのはがんだとしってびっくりしました。がんは身近なもので、2人に
1人ががんになっていて自分や友達や家族がいつがんになるかもわからない。だから話せるうちに何を
してほしいか、どこですごしたいかを話しあっておくことが大切だと思いました。

小6女子
がんはとても身近なものということが、あらためて感じることが出来ました。けど、がんにかかっても
半分の人は治るがんもあるということを知りました。

小6男子
人のからだの中で新しい細胞を作るためにはいでんしをコピーし、そしてまちがえがいっぱい重なると
がんになることを初めて知りました。

小6男子
みんなやさしくて、おもしろくて、とっても楽しい授業でした。介護というお仕事は、命をあずかる大
切な仕事だと改めて実感しました。また、命を救うことができるかもしれない仕事、うらでいっぱい働
いてくれているんだなと思いました。ぼくたちがつかれないように、また楽しい授業になるようにクイ



ズや本気のジャンケンなど、色々な意味でおもしろかったです。がん、命のことを教えてくださってあ
りがとうございました！

小6男子
医療・介護職の方々へ、今回の授業をしていただきありがとうございます。ぼくは生まれつき病気があ
り、深く考えさせられました。これからも仕事をがんばってください。

小6女子
印象に残ったことは、グループワークの時間のサザエさんの家族関係をもとにした、がんの病気をもつ
人を家で支えていくための授業です。余命3ヵ月の波平さんについて話し合って、自分にはない意見や考
え方を知れて、楽しくできて良かったです。

＜いのちの尊さ「授業後の宿題」：家族や周りの大人にインタビュー＞

1) がんで、あと半年の命と医師に言われたら、どこでどんなふうに過ごしたいですか　
2) 2)その理由

小6男子の父親
1) 家で今まで以上に家族との時間を大切にしたい。
2) 仕事で家族と一緒の時間をすごせてなかったと思うので、最後くらいは家族と一緒がいいから。

小6女子の母親
1) 家で過ごせるなら家でできるだけ過ごしたい。家族に負担をかけるなら、施設にいることになって
もいい。

2) 家が一番おちつけるから。

小6男子の母親
1) ディズニー・ジブリパーク・水族館など家族と楽しくすごしたい。
2) 動けるうちに、いろんな物を見て思い出をつくりたいから。

小6女男子の父親
1) 病院、もしくは自宅で療養しつつ、読みたい本を読む。
2) 実際に母親ががんで亡くなるのを目の当たりにした。思うようにいかないことは知っており、最低
限できそうなこと考えた。

小6男子の母親
1) 自分でトイレにいけるうちは家ですごして、身辺整理をしたり旅行に行ったりしたい。トイレにい
けなくなったら病院へ。

2) 最期はきめ細やかなケアをしてもらいたいから。

小6女子の母親
1) 家族とゆっくりすごしたい。延命処置はしない。
2) 時間を自分のために使い、毎日忙しいからゆっくり家族とすごしたい。



小6男子の父親
1) 家族に迷惑がかからないのなら家でみんなとすごしたい。
2) 病院へ入院してくると家族にあえない時間が長いから、家族といろんな話をしたいから。

小6男子の兄
1) 半年よりも長く生きられるように他の病院をさがす。
2) 長く生きて人生を楽しみたいからです。

＜家族や周りの大人から、おうちで話し合った感想を書いてもらって下さい＞

小6男子家族
生きることができる時間は、限られていることを改めて気づかされました。自分の意志が示せるうちに
最期をどう迎えたいかを家族で共有でき、考える機会となりました。ありがとうございます。

小6男子家族
身近な人をガンで亡くしたので、子どもは次の誰かに対してどうしようかと敏感です。家族を病気から
守ろうという気持ちは人一倍強いと感じます。

小6女子家族
身近にもたくさんがんなどの病気で治療中または亡くなった人がいて、看取りも経験しているので”いの
ち”について結構話すことがあります。冷静に話せるし、このような授業もいいなと思いました。

小6男子家族
毎年、健康診断をうけて自分の体の健康チェックが大事だと思いました。もしもガンになってしまって
も健康診断などで早期発見して早く治療をして治して家族と長い間いっしょにいたいです。

小6女子家族
自分がもしがんになったら・・と考え、自分はタバコをすっているからやめようと思う。

小6女子家族
子どもなりに命の事を考えて家族の大切さ、命の大切さを考えてすばらしい時間になったと思う。周り
にいる友達、家族、時間がある限り大切にしてほしいと思います。

小6女子家族
家族でがんについて話し合いました。がん検診の大切さや実際にこうなったらなど話をする機会がな
かったのでとても良い時間になりました。家族で長く一緒に生きていける様、健康ですごせるようにし
ていきたいです。

小6女子家族
今回、娘から「がんで半年の命と…？」の質問を改めて面と向かってされ、ドキッとしましたが、家族
それぞれ思いを伝え、娘なりの思いも聞くことができました。一人一人の大切な命であり、お互いがど
のように考えているのかを知っておくことは、できるかぎり意思を尊重する上で大切だと感じました。
話し合う中で、「お母さんって検診受けてる？」と聞かれ、受診していることやその理由を伝えると、
「それならよかった～」「早く分かると救える命があるんだよ」と安心した表情を見せました。今まで



は、ふーん検診ねぇ～ぐらいに受け止めていた娘も、授業を受け、その大切さを実感したのだと思いま
した。現場の方の言葉には、重みを感じたようでした。この授業を通じて、家族として話すきっかけを
いただき、貴重な機会となりました。ありがとうございました。


